
は
じ
め
に

一
九
九
九
年
一
二
月
三
一
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
任
期
満
了
前

の
辞
任
に
よ
っ
て
、
憲
法
第
九
二
条
第
三
項
の
規
定
に
従
っ
て
大
統
領

代
行
に
就
任
し
た
プ
ー
チ
ン

　
（
１
）

は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
六
日
に
行
な
わ

れ
た
大
統
領
選
挙
第
一
回
投
票
で
得
票
率
五
二
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

獲
得
し
て
予
想
ど
お
り
当
選
を
果
た
し

　
（
２
）

、
五
月
七
日
の
大
統
領
就
任
式

を
経
て
正
式
に
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
に
就
任
し
た

　
（
３
）

。
す
で
に
一
九
九
九

年
一
二
月
一
九
日
に
実
施
さ
れ
て
い
た
国
家
会
議
（
下
院
）
議
員
選
挙

に
お
い
て
、
中
道
右
派
の
新
与
党
「
統
一
」
が
躍
進
す
る
と
と
も
に
、

「
右
派
勢
力
同
盟
」
も
比
例
区
で
議
席
を
獲
得
す
る
一
方
、
野
党
の
ロ
シ

ア
連
邦
共
産
党
が
議
席
を
減
ら
し
た
た
め

　
（
４
）

、
プ
ー
チ
ン
新
大
統
領
は
、

比
較
的
協
力
的
な
下
院
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
安
定
し
た
政
局
の
も

と
で
、
ポ
ス
ト
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
下
院
野
党
の
共
産
党
の
議
席
数

が
比
較
的
多
く
安
定
的
な
政
治
基
盤
を
も
ち
え
な
か
っ
た
エ
リ
ツ
ィ
ン

政
権
が
地
方
首
長
か
ら
の
支
持
取
り
付
け
の
た
め
に
や
む
を
え
ず
進
め

す
ぎ
た
地
方
分
権
化
の
動
き
を
押
し
と
ど
め
、
中
央
集
権
制
の
強
化
に

向
け
て
動
き
出
し
た
。

本
稿
は
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
プ
ー
チ
ン
政
権
の
人
事
政
策
を

通
し
て
み
た
プ
ー
チ
ン
新
大
統
領
の
政
権
掌
握
度
、
な
ら
び
に
連
邦
制

の
再
編
お
よ
び
中
央
集
権
制
の
強
化
を
中
心
と
す
る
、
そ
の
国
内
政
策

の
特
徴
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）
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（
３
）

（
４
）

一
九
九
九
年
一
二
月
一
九
日
に
実
施
さ
れ
た
国
家
会
議
議
員
選
挙
に

つ
い
て
は
、
上
野
俊
彦
「
一
九
九
九
年
一
二
月
国
家
会
議
議
員
選
挙
」

『
ロ
シ
ア
研
究
』
第
三
〇
号
（
二
〇
〇
〇
年
四
月
）、
一
一
九
│
一
四
二
ペ

ー
ジ
参
照
。

一
　
プ
ー
チ
ン
政
権
の
人
事

二
〇
〇
〇
年
五
月
七
日
に
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
に
就
任
し
た
プ
ー

チ
ン

　
（
１
）は

、
そ
れ
ま
で
兼
任
し
て
い
た
政
府
議
長
（
首
相
）
を
辞
任
し
、

同
日
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
第
一
副
議
長
（
第
一
副
首
相
）
兼
財
務
大

臣
を
政
府
議
長
代
行
に
任
命
し
た

　
（
２
）

。
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
の
政
府
議
長
代
行

へ
の
任
命
は
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
を
政
府
議
長
候
補
と
し
て
国
家
会
議
に

提
案
す
る
布
石
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
が
、
実
際
、
五
月
一
〇
日
、
プ

ー
チ
ン
大
統
領
は
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
代
行
を
政
府
議
長
と
し

て
承
認
す
る
よ
う
求
め
る
書
簡
を
国
家
会
議
に
送
付
し
た

　
（
３
）

。
国
家
会
議

は
、
五
月
一
七
日
、
賛
成
三
二
五
票
、
反
対
五
五
票
、
棄
権
一
五
票
で
、

カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
を
政
府
議
長
と
し
て
承
認
し
た

　
（
４
）

。
組
閣
は
非
常
に
速
や

か
に
行
な
わ
れ
、
五
月
一
八
日
に
は
、
四
人
の
政
府
副
議
長
（
副
首
相
）

と
一
八
名
の
閣
僚
が
任
命
さ
れ
た

　
（
５
）

。
さ
ら
に
、
残
り
の
政
府
副
議
長
兼

農
業
大
臣
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
も
五
月
二
〇
日
に
は
任
命
さ
れ

　
（
６
）

、
こ
の

日
ま
で
に
組
閣
は
す
べ
て
終
了
し
た
（
第
１
表
）。

こ
の
政
府
人
事
に
お
い
て
特
徴
的
な
こ
と
の
一
つ
は
、
ク
ド
リ
ン
政

府
副
議
長
兼
財
務
大
臣
、
ク
レ
バ
ー
ノ
フ
政
府
副
議
長
、
マ
ト
ヴ
ィ
エ

ー
ン
コ
政
府
副
議
長
、
グ
レ
フ
経
済
発
展
・
貿
易
大
臣
、
シ
ェ
フ
チ
ェ

ー
ン
コ
保
健
大
臣
、
ユ
ジ
ャ
ノ
フ
反
独
占
政
策
・
企
業
活
動
支
援
大
臣
、

レ
ー
イ
マ
ン
通
信
・
情
報
大
臣
、
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
対
外
諜
報
庁
長
官
、

パ
ー
ト
ル
シ
ェ
フ
連
邦
保
安
庁
長
官
ら
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
同
じ
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身
者
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
ま
た
、
大
統
領
府
に
お
い
て
も
同
様
で
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー

ジ
ェ
フ
第
一
副
長
官
を
は
じ
め
、
八
人
の
副
長
官
の
う
ち
、
ア
ブ
ラ
ー

モ
フ
、
ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
フ
、
コ
ー
ザ
ク
、
セ
ー
チ
ン
、

ス
ル
コ
ー
フ
ら
五
人
の
副
長
官
、
さ
ら
に
大
統
領
府
の
財
政
を
握
る
コ

ー
ジ
ン
総
務
部
長
、
セ
ル
ゲ
ー
イ
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
フ
安
全
保
障
会
議
事

務
局
長
ら
も
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身
者
で
あ
る
。

こ
れ
ら
、
い
わ
ゆ
る
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
人
脈
を
な
す
人
物
の

う
ち
、
と
く
に
ク
ド
リ
ン
、
グ
レ
フ
、
ユ
ジ
ャ
ノ
フ
、
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
、

パ
ー
ト
ル
シ
ェ
フ
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
、
ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
イ
ヴ
ァ

ー
ノ
フ
大
統
領
副
長
官
、
コ
ー
ザ
ク
、
セ
ー
チ
ン
、
セ
ル
ゲ
ー
イ
・
イ

ヴ
ァ
ー
ノ
フ
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
ら
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
以

前
か
ら
同
僚
な
い
し
部
下
の
関
係
に
あ
り
、
ま
た
ク
ド
リ
ン
に
つ
い
て

は
チ
ュ
バ
イ
ス
と
の
関
係
も
深
い
。

3 プーチン政権下のロシア国内政治

Ц
eнт

p
aльн

oй
изв

и
p
aт

eль
ной

к
oм

и
ccи

и
P
occи

й
cк

oй
Ф
e-

д
epaц

и
и
》 , N

o. 13, 2000г
., c. 65.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 11

мая
2000г

., c. 1.



4

　
第
１
表
　
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
メ
ン
バ
ー
�

�Ｓ
�

△
�

▲
�
S�

○
�
S�

△
�

×
�

○
�
S�

○
�

○
�

○
�

○
�

●
�

●
�
S�

○
�

○
��

　
　
　
　
　
役
職
�

大
統
領
�

政
府
議
長（
首
相
）�

政
府
副
議
長

／
財
務
大
臣
�

政
府
副
議
長
�

（
軍
産
複
合
体
担
当
）�

政
府
副
議
長

／
農
業
大
臣
�

政
府
副
議
長
�

（
マ
ク
ロ
経
済
担
当
）�

政
府
副
議
長（
社
会
政
策
担
当
）�

原
子
力
大
臣
�

 鉄
道
大
臣
�

外
務
大
臣
�

財
産
関
係
大
臣
�

エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
�

経
済
発
展
・
貿
易
大
臣
�

文
化
大
臣
�

保
健
大
臣
�

�

　
　
　
　
　
　
氏
名
�

 プ
ー
チ
ン
、�

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
、�

ミ
ハ
イ
ー
ル
・ミ
ハ
ー
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 クド
リ
ン
、�

ア
レ
ク
セ
ー
イ・レ
オ
ニ
ー
ド
ヴ
ィ
チ
�

 ク
レ
バ
ー
ノ
フ
、�

イ
リ
ヤ
・ヨ
シ
フ
ォ
ヴ
ィ
チ
�

ゴ
ル
デ
ー
エ
フ
、�

ア
レ
ク
セ
ー
イ・
ヴ
ァ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
�

フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
、�

ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
ボ
リ
ー
ソ
ヴ
ィ
チ
�

 マ
ト
ヴ
ィ
エ
ー
ン
コ
、�

ヴ
ァ
レ
ン
チ
ナ
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
ヴ
ナ
�

 ア
ダ
ー
モ
フ
、�

エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
ー
・
オ
レ
ゴ
ヴ
ィ
チ
�

ア
ク
シ
ョ
ー
ネ
ン
コ
、�

ニ
コ
ラ
ー
イ・
エ
メ
リ
ヤ
ノ
ヴ
ィ
チ
�

 イ
ヴ
ァ
ー
ノ
フ
、�

イ
ー
ゴ
リ・
セ
ル
ゲ
ー
エ
ヴ
ィ
チ
�

 ガ
ジ
ズ
ッ
リ
ン
、�

フ
ァ
リト・
ラ
フ
ィ
コ
ヴ
ィ
チ
�

 ガ
ヴ
リ
ン
、�

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
セ
ル
ゲ
ー
エ
ヴ
ィ
チ
�

グ
レ
フ
、�

ゲ
ル
マ
ン
・
オ
ス
カ
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 シ
ヴ
ィト
コ
イ
、�

ミ
ハ
イ
ー
ル
・
エ
フ
ィ
ー
モ
ヴ
ィ
チ
�

 シ
ェ
フ
チ
ェ
ー
ン
コ
、�

ユ
ー
リ
ー
・レ
オ
ニ
ー
ド
ヴ
ィ
チ
�

�

年
齢
�

47�

42�

39�

49�

45�

42�

51�

61�

51�

54�

53�

46�

36�

51�

53��

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  主
な
前
職
�

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
政
府
第
１
副
議
長

／
対
外
関
係
委
議
長
、大
統
領
府
総
務
部
次
長
、�

大
統
領
府
第
１
副
長
官
、保
安
庁
長
官
、安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
、首
相
、大
統
領
代
行
�

首
相
代
行

／
財
務
大
臣
�

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
政
府
第
１
副
議
長
、財
務
第
１
次
官
�

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
第
１
副
知
事

／
市
経
済
委
議
長
、�

株
式
会
社
「
ロ
ッ
シ
ー
ス
カ
ヤ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
」
社
長
�

農
業
食
糧
第
１
次
官
、農
業
食
糧
大
臣
�

チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
第
１
副
行
政
長
官
、財
務
第
１
次
官
、政
府
第
１
副
議
長
�

駐
ギ
リ
シ
ャ
大
使
�

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
設
計
研
究
所
所
長
�

鉄
道
第
１
次
官
、政
府
第
１
副
議
長
�

駐
ス
ペ
イ
ン
大
使
、外
務
第
１
次
官
�

タ
タ
ル
ス
タ
ン
共
和
国
政
府
第
１
副
議
長

／
工
業
政
策
・
国
有
財
産
管
理
国
家
委
議
長
、�

ロ
シ
ア
国
有
財
産
第
１
次
官
、ロ
シ
ア
政
府
副
議
長

／
国
有
財
産
大
臣
�

コ
ガ
ル
ィ
ム
市
「
L
U
K
オ
イ
ル
=コ
ガ
ル
ィ
ム
ネ
フ
チ
ェ
ガ
ス
」
労
働
組
合
委
員
長
、�

チ
ュ
メ
ニ
州
コ
ガ
ル
ィ
ム
市
長
�

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
副
知
事

／
市
有
財
産
管
理
委
議
長
、�

ロ
シ
ア
国
有
財
産
第
１
次
官
、「
戦
略
策
定
セ
ン
タ
ー
」
財
団
理
事
長
�

文
化
次
官
、全
ロ
シ
ア
国
営
テ
レ
ビ「
ク
リト
ゥ
ー
ラ
」
社
長
、�

全
ロ
シ
ア
国
営
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
会
社
社
長
�

軍
医
科
大
学
心
臓
血
管
外
科
学
科
長

／
軍
医
科
大
学
付
属
病
院
心
臓
血
管
外
科
病
院
長
、�

軍
医
科
大
学
学
長
�

�
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　（
注
）　
△
：
閣
内
昇
格
，
○
：
留
任
，
◎
：
閣
内
異
動
，
×
：
降
格
，
●
：
新
任
，
▲
：
省
内
昇
格
，
S：
サ
ン
ク
ト
出
身
者
�

�○
�

○
�

○
�

●
�

◎
�

○
�

●
�

○
�

○
�

○
�

○
�
S�

○
�

○
�
S�

○
�

●
�

　
　
　
　
　
役
職
�

民
間
防
衛
・
緊
急
事
態
お
よ
び
�

自
然
災
害
復
旧
問
題
大
臣
�

国
防
大
臣
�

司
法
大
臣
�

産
業
・
科
学
・
技
術
大
臣
�

労
働
・
社
会
発
展
大
臣
�

教
育
大
臣
�

 国
税
・
公
課
大
臣
�

運
輸
大
臣
�

連
邦
・
民
族
・
移
住
政
策
�

問
題
大
臣
�

天
然
資
源
大
臣
�

反
独
占
政
策
・
企
業
活
動
支
援
�

大
臣
�

内
務
大
臣
�

通
信
･情
報
大
臣
�

出
版
・
放
送
・
マ
ス
コ
ミ
問
題
大
臣
�

官
房
長
官

／
大
臣
�

�

　
　
　
　
　
　
氏
名
�

 シ
ョ
イ
グ
、�

セ
ル
ゲ
ー
イ・
ク
ジ
ュ
ゲ
ト
ヴ
ィ
チ
�

セ
ル
ゲ
ー
エ
フ
、�

イ
ー
ゴ
リ・ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ
ィ
チ
�

 チ
ャ
イ
カ
、�

ユ
ー
リ
ー
・
ヤ
ー
コ
ヴ
レ
ヴ
ィ
チ
�

ド
ン
ド
ゥ
コ
フ
、�

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ニ
コ
ラ
ー
エ
ヴ
ィ
チ
�

 パ
チ
ノ
ー
ク
、�

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
�

フ
ィ
リ
ー
ッ
ポ
フ
、�

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 ブ
カ
エ
フ
、�

ゲ
ン
ナ
ー
ジ
ー
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
�

フ
ラ
ン
ク
、�

セ
ル
ゲ
ー
イ・
オ
ット
ヴ
ィ
チ
�

ブ
ロ
ヒ
ン
、�

ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ル
・
ヴ
ィ
ー
クト
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 ヤ
ツ
ケ
ヴ
ィ
チ
、�

ボ
リ
ー
ス
・
ア
レ
ク
サ
ー
ン
ド
ロ
ヴ
ィ
チ
�

 ユ
ジ
ャ
ノ
フ
、�

イ
リ
ヤ
・
ア
ル
ト
ゥ
ロ
ヴ
ィ
チ
�

ル
シ
ャ
イ
ロ
、�

ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ィ
チ
�

レ
ー
イ
マ
ン
、�

レ
オ
ニ
ー
ド
・ド
ド
ジ
ョ
ノ
ヴ
ィ
チ
�

 レ
ー
シ
ン
、�

ミ
ハ
イ
ー
ル
・
ユ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
�

 シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
、�

イ
ー
ゴ
リ・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
ヴ
ィ
チ
�

�

年
齢
�

45�

62�

49�

46�

42�

49�

52�

39�

49�

52�

40�

46�

42�
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�

建
築
・
建
設
国
家
委
副
議
長
�

戦
略
ロ
ケ
ット
軍
総
司
令
官
�

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
検
察
庁
検
事
長
、検
事
総
長
第
１
代
理
、検
事
総
長
代
行
�

ヤ
コ
ヴ
レ
フ
試
験
設
計
事
務
所
長
�

国
家
会
議
議
員（
予
算
・
税
・
銀
行
・
財
務
委
員
）、国

税
庁
長
官
、政
府
官
房
財
務
・
�

通
貨
規
制
局
長
、国
税
・
公
課
大
臣
�

ル
ム
ン
バ
民
族
友
好
大
学
学
長
�

バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
国
税
査
察
局
長
、バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
国
家
議
会
議
員
、�

ロ
シ
ア
国
税
・
公
課
省
モ
ス
ク
ワ
市
担
当
局
長
�

株
式
会
社
「
極
東
海
運
会
社
」
社
長
、運
輸
第
１
次
官
�

ロ
シ
ア
人
民
代
議
員（
最
高
会
議
人
民
代
議
員
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
活
動
問
題
・
地
方
自
治
発
展
�

委
員
会
書
記
・
小
委
員
会
議
長
）、駐
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
共
和
国
大
使
�

ロ
シ
ア
連
邦
地
質
・
地
下
資
源
利
用
委
副
議
長
．天
然
資
源
第
１
次
官
�

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
政
府
土
地
資
源
・
土
地
開
発
委
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会
議
長
、�
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シ
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政
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・
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・
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臣
�
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内
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地
域
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長
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次
官
�
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フ
ォ
ン
・
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１
副
社
長
、ロ
シ
ア
電
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信
国
家
委
議
長
�

ロ
シ
ア
連
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大
統
領
世
論
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ミ
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長
、�
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シ
ア
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会
社
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１
副
社
長
�
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所
「
A
L
M
」
主
任
弁
護
士
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産
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官
、�
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邦
財
産
基
金
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裁
�
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例
え
ば
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月
一
二
日
生
ま
れ
で
プ
ー
チ
ン
よ
り
八

歳
若
い
ク
ド
リ
ン
政
府
副
議
長
兼
財
務
大
臣
は
、
九
〇
年
か
ら
九
三
年

ま
で
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
の
経
済
改
革
委
員
会
副
議
長
、
自
由

企
業
活
動
地
区
管
理
委
員
会
副
議
長
、
経
済
発
展
委
員
会
副
議
長
、
財

務
総
局
長
、
財
務
委
員
会
議
長
を
歴
任
し
、
九
三
年
に
財
務
担
当
副
市

長
、
九
五
年
三
月
に
は
市
政
府
第
一
副
議
長
に
就
任
し
、
九
六
年
六
月

ま
で
そ
の
地
位
に
あ
っ
た

　
（
７
）

。
そ
の
後
、
ク
ド
リ
ン
は
プ
ー
チ
ン
同
様
、

大
統
領
府
に
招
か
れ
、
九
六
年
八
月
一
日
に
大
統
領
府
副
長
官
兼
監
督

総
局
長
に
就
任
し
た

　
（
８
）

。
ク
ド
リ
ン
は
、
チ
ュ
バ
イ
ス
が
大
統
領
府
長
官

か
ら
政
府
第
一
副
議
長
兼
財
務
大
臣
に
転
出
し
た
九
七
年
三
月
一
七
日

の
九
日
後
の
二
六
日
に
、
上
司
チ
ュ
バ
イ
ス
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
し

て
財
務
第
一
次
官
に
就
任
し

　
（
９
）

、
本
年
五
月
一
八
日
の
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政

府
発
足
時
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
り
政
府
副
議
長
兼
財
務
大
臣
に

任
命
さ
れ
る
ま
で
、
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ク
ド
リ
ン
は
一

貫
し
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
時
代
の
プ
ー
チ
ン
の
同
僚
で
あ
り
、

ク
ド
リ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
一
年
遅
れ
で
就
任
し
て
い
る
も
の
の
、
ク
ド
リ

ン
と
プ
ー
チ
ン
は
同
時
に
副
市
長
、
市
政
府
第
一
副
議
長
を
務
め
て
い

る
。
そ
し
て
大
統
領
府
で
も
ま
た
チ
ュ
バ
イ
ス
長
官
の
も
と
で
プ
ー
チ

ン
の
同
僚
と
な
り
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
プ
ー
チ
ン
が
後
塵
を
拝
し
、
プ

ー
チ
ン
は
ク
ド
リ
ン
の
後
任
と
し
て
大
統
領
府
副
長
官
兼
監
督
総
局
長

に
就
任
し
て
い
る
。

一
九
六
四
年
二
月
八
日
生
ま
れ
の
グ
レ
フ
経
済
発
展
・
貿
易
大
臣
は
、

九
一
年
か
ら
九
二
年
ま
で
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
ペ
ト
ロ
ド
ヴ
ァ

レ
ー
ツ
区
役
所
経
済
発
展
・
財
産
委
員
会
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
務

め
、
九
二
年
に
い
っ
た
ん
同
市
財
産
管
理
委
員
会
ペ
ト
ロ
ド
ヴ
ァ
レ
ー

ツ
区
支
所
長
を
経
て
、
同
市
ペ
ト
ロ
ド
ヴ
ァ
レ
ー
ツ
区
財
産
管
理
委
員

会
議
長
兼
副
区
長
に
就
任
、
さ
ら
に
九
四
年
か
ら
は
同
市
財
産
管
理
委

員
会
副
議
長
兼
同
委
員
会
不
動
産
局
長
、
さ
ら
に
同
委
員
会
第
一
副
議

長
を
務
め
て
い
た
。
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
、
プ
ー
チ
ン
、
ク
ド
リ
ン
ら
の
部

下
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
レ
フ
は
、
市
長
が
ヤ
コ
ブ
レ

フ
に
変
わ
っ
て
も
同
市
庁
に
と
ど
ま
り
、
九
七
年
七
月
か
ら
同
市
副
知

事
兼
市
財
産
管
理
委
員
会
議
長
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
九
八
年
一

月
二
九
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
国
有
財
産
省
参
与
に
任
命
さ
れ
て
モ
ス
ク
ワ

政
界
入
り
し
、
九
八
年
八
月
一
二
日
に
同
省
第
一
次
官
に
任
命
さ
れ
、

カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
発
足
時
に
ロ
シ
ア
連
邦
経
済
発
展
・
貿
易
大
臣
に

任
命
さ
れ
る
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
プ
ー
チ
ン
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ヴ
で
九
九
年
一
二
月
に
設
立
さ
れ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
戦
略
策
定

セ
ン
タ
ー
の
所
長
も
兼
任
し
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
二
月
七
日
生
ま
れ
の
ユ
ジ
ャ
ノ
フ
反
独
占
政
策
・
企
業

活
動
支
援
大
臣
は
、
九
〇
年
か
ら
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執

行
委
員
会
経
済
改
革
委
員
会
主
任
専
門
官
、
九
一
年
か
ら
サ
ン
ク
ト
ペ

テ
ル
ブ
ル
ク
市
経
済
発
展
委
員
会
課
長
、
九
三
年
か
ら
同
市
経
済
発
展
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委
員
会
副
議
長
、
第
一
副
議
長
、
九
四
年
か
ら
同
市
土
地
資
源
・
土
地

開
発
委
員
会
議
長
を
歴
任
し
、
九
七
年
五
月
七
日
、
ロ
シ
ア
連
邦
土
地

資
源
・
土
地
開
発
国
家
委
員
会
議
長
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
招
か
れ
る
ま

で
、
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
彼
も
や
は
り
、
サ
プ
チ
ャ
ー
ク
、
プ
ー
チ
ン
、

ク
ド
リ
ン
ら
の
部
下
、
グ
レ
フ
の
同
僚
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
の

後
、
ユ
ジ
ャ
ノ
フ
は
、
九
八
年
五
月
五
日
か
ら
ロ
シ
ア
連
邦
土
地
政

策
・
建
設
・
住
宅
公
営
事
業
大
臣
、
九
九
年
五
月
三
一
日
か
ら
ロ
シ
ア

連
邦
反
独
占
政
策
・
企
業
活
動
支
援
大
臣
を
務
め
て
い
る
。

一
九
四
八
年
生
ま
れ
の
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
対
外
諜
報
庁
長
官
は
、
七
三

年
以
降
、
プ
ー
チ
ン
同
様
、
対
外
諜
報
機
関
に
勤
務
し
て
お
り
、
し
か

も
ド
イ
ツ
駐
在
が
長
い
。
つ
ま
り
、
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
時
代
の
プ

ー
チ
ン
の
同
僚
だ
っ
た
わ
け
で
、
米
国
駐
在
中
の
彼
が
、
カ
シ
ヤ
ー
ノ

フ
政
府
発
足
時
に
対
外
諜
報
庁
長
官
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
呼
び
戻
さ
れ

た
の
も
プ
ー
チ
ン
と
の
こ
う
し
た
人
間
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
九
五
一
年
七
月
一
一
日
生
ま
れ
の
パ
ー
ト
ル
シ
ェ
フ
連
邦
保
安
庁

長
官
は
、
七
一
年
以
降
、
主
と
し
て
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
北
方
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
境
沿
い
の
カ
レ
リ
ア
共
和
国
を
管
轄
す
る
保
安
機
関

に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
九
四
年
か
ら
、
連
邦
保
安
庁
私
有
財
産
安
全
保

障
局
長
、
そ
の
後
、
組
織
監
察
局
長
を
歴
任
し
、
九
八
年
五
月
、
プ
ー

チ
ン
の
後
任
と
し
て
大
統
領
府
監
督
総
局
長
に
就
任
、
同
年
八
月
一
一

日
に
大
統
領
府
副
長
官
兼
務
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
ふ
た
た
び
連
邦
保

安
庁
に
戻
り
、
プ
ー
チ
ン
長
官
の
も
と
で
一
九
九
九
年
四
月
に
連
邦
保

安
庁
第
一
副
長
官
に
就
任
、
同
年
八
月
一
六
日
、
プ
ー
チ
ン
が
政
府
議

長
に
就
任
す
る
と
、
翌
一
七
日
、
連
邦
保
安
庁
長
官
に
就
任
し
て
い
る
。

メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
府
第
一
副
長
官
は
、
一
九
九
〇
年
に
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会
に
勤
務
し
始
め
た
と
き
に

プ
ー
チ
ン
と
知
り
合
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
九
九
年
一
一
月
九
日
、
プ

ー
チ
ン
が
率
い
る
政
府
の
官
房
副
長
官
に
就
任
し
た
が
、
プ
ー
チ
ン
が

大
統
領
代
行
に
就
任
し
た
九
九
年
一
二
月
三
一
日
、
そ
の
ま
ま
プ
ー
チ

ン
に
つ
い
て
大
統
領
府
副
長
官
に
就
任
し
た
。

ヴ
ィ
ー
ク
ト
ル
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
フ
大
統
領
府
副
長
官
は
、
プ
ー
チ
ン

が
連
邦
保
安
庁
長
官
で
あ
っ
た
と
き
副
長
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
が
、
そ
の
後
、
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
代
行
に
就
任
す
る
と
大
統

領
府
副
長
官
に
就
任
し
た
。

一
九
五
八
年
一
一
月
七
日
生
ま
れ
の
コ
ー
ザ
ク
大
統
領
府
副
長
官
は
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
検
察
官
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
九
〇
年
か
ら
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会
法
務
局
に
勤
務
、
そ
の
後
、

同
市
法
務
局
長
に
就
任
、
さ
ら
に
九
四
年
九
月
か
ら
九
九
年
一
月
ま
で
、

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
庁
法
務
委
員
会
議
長
を
務
め
、
九
六
年
六

月
か
ら
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
副
知
事
も
兼
任
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
法
律
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
社
長
を
経
て
、
プ
ー
チ
ン
の
政

府
議
長
代
行
就
任
に
と
も
な
い
、
九
九
年
八
月
一
一
日
、
政
府
官
房
第
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一
副
長
官
に
就
任
（
官
房
長
官
代
行
を
兼
務
）、
さ
ら
に
同
年
八
月
一
九

日
プ
ー
チ
ン
政
府
議
長
就
任
に
と
も
な
い
政
府
官
房
長
官
（
大
臣
）
に

就
任
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ー
チ
ン
の
大
統
領
就
任
に
と
も
な
い
二
〇
〇

〇
年
六
月
三
日
、
大
統
領
府
副
長
官
に
就
任
し
た
。

セ
ー
チ
ン
大
統
領
府
副
長
官
も
連
邦
保
安
庁
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
お
り
、
一
九
九
九
年
八
月
一
一
日
に
プ
ー
チ
ン
が
政
府
議
長

代
行
就
任
に
と
も
な
い
そ
の
秘
書
官
長
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

プ
ー
チ
ン
大
統
領
代
行
就
任
に
と
も
な
い
大
統
領
府
副
長
官
に
就
任
し

た
。一

九
五
三
年
一
月
三
一
日
生
ま
れ
の
セ
ル
ゲ
ー
イ
・
イ
ヴ
ァ
ー
ノ
フ

安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
は
、
プ
ー
チ
ン
同
様
、
対
外
諜
報
部
門
出
身

で
、
プ
ー
チ
ン
が
保
安
庁
長
官
に
就
任
し
た
九
八
年
八
月
に
ロ
シ
ア
連

邦
保
安
庁
副
長
官
に
抜
擢
、
そ
の
後
、
九
九
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
安

全
保
障
会
議
事
務
局
長
を
務
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身
者
は
、
さ
ら
に
そ
の
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
違
い
か
ら
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
ク
ド
リ
ン
、
グ
レ
フ
、
ユ
ジ
ャ
ノ
フ
ら

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
お
よ
び
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
、
コ
ー
ザ
ク
ら
法
律
家
か

ら
な
る
、
い
わ
ば
「
サ
ン
ク
ト
実
務
派
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
サ

ン
ク
ト
出
身
チ
ェ
キ
ス
ト
」
で
あ
る
。「
チ
ェ
キ
ス
ト
」
と
は
、
ソ
連
時

代
の
国
家
保
安
委
員
会
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
の
前
身
で
あ
る
「
チ
ェ
ー
カ
ー

（
反
革
命
・
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
の
闘
争
の
た
め
の
非
常
委
員
会
）」
に
由
来

し
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
職
員
の
こ
と
を
指
す
。
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
こ
の
サ
ン
ク

ト
実
務
派
と
サ
ン
ク
ト
出
身
チ
ェ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、

プ
ー
チ
ン
自
身
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
市
場
経
済
志
向
と
秩

序
志
向
の
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
プ
ー
チ
ン
政
権
の

市
場
経
済
志
向
ば
か
り
を
強
調
す
る
の
も
、
ま
た
秩
序
志
向
ば
か
り
を

強
調
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
み
て
き
た
よ
う
に
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身

者
が
重
用
さ
れ
る
な
か
で
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
出
身
で
は
な
い

も
の
の
、
チ
ュ
バ
イ
ス
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
点
で
重
視
す
べ

き
な
の
が
、
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
副
首
相
で
あ
る
。
一
九
五
七
年
八
月
二

八
日
生
ま
れ
の
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
は
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
市
の
出
身

で
、
チ
ェ
リ
ャ
ビ
ン
ス
ク
州
政
府
の
経
済
行
政
部
門
の
幹
部
と
し
て
勤

務
し
、
九
一
年
か
ら
副
知
事
、
九
四
年
か
ら
第
一
副
知
事
を
務
め
て
い

た
が
、
九
六
年
一
二
月
二
二
日
に
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
ー
フ
知
事
が
選
挙
に
敗

れ
る
と
州
政
府
か
ら
離
れ
、
半
年
間
ほ
ど
同
州
の
大
統
領
全
権
代
表
を

務
め
た
あ
と
、
九
七
年
七
月
一
日
に
財
務
次
官
と
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
財

務
省
入
り
し
た
。
こ
の
と
き
の
財
務
大
臣
が
チ
ュ
バ
イ
ス
で
あ
っ
た
。

フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
は
、
ク
ド
リ
ン
同
様
、
外
部
か
ら
財
務
省
幹
部
に
い

わ
ば
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
し
た
の
で
あ
る
。
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
は
、
そ

の
後
、
九
八
年
の
四
月
二
八
日
か
ら
九
月
二
八
日
ま
で
財
政
担
当
副
首
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相
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
か
ら
九
九
年
五
月
三
一
日
ま
で
財
務
第
一
次

官
、
同
年
五
月
三
一
日
か
ら
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
〇
日
ま
で
第
一
副
首

相
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
〇
日
か
ら
ふ
た
た
び
副
首
相
と
い
う
よ
う
に
、

政
府
お
よ
び
財
務
省
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
プ
ー
チ
ン
政
権
を
支
え
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
言
及
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
ア
ル
フ
ァ
銀
行
」
関
係
者
で
あ
る
。

プ
ー
チ
ン
と
「
ア
ル
フ
ァ
銀
行
」
社
長
の
ア
ー
ヴ
ェ
ン
と
が
関
係
を
も

っ
た
の
は
九
〇
年
代
の
初
め
頃
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ブ
ラ
ー
モ
フ
お

よ
び
ス
ル
コ
ー
フ
両
大
統
領
府
副
長
官
、
ポ
ポ
ー
フ
大
統
領
府
国
内
政

策
総
局
長
ら
は
、
い
ず
れ
も
ア
ル
フ
ァ
・
グ
ル
ー
プ
出
身
者
で
あ
る
。

こ
う
し
た
人
物
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
プ
ー
チ
ン
政
権
は
、
し
か

し
政
府
に
お
い
て
も
大
統
領
府
に
お
い
て
も
、
も
っ
と
も
中
核
的
な
ポ

ス
ト
、
す
な
わ
ち
政
府
議
長
と
大
統
領
府
長
官
の
ポ
ス
ト
を
、
い
ま
だ

プ
ー
チ
ン
の
側
近
が
占
め
て
い
な
い
。
一
九
五
七
年
一
二
月
八
日
生
ま

れ
の
カ
シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
は
、
モ
ス
ク
ワ
出
身
で
、
ソ
連
国
家
計

画
委
員
会
、
ロ
シ
ア
連
邦
経
済
省
、
財
務
省
と
、
モ
ス
ク
ワ
の
経
済
官

庁
一
筋
に
出
世
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
現
在
、
彼
は
政
府
議
長
を
務

め
て
い
る
も
の
の
、
ク
ド
リ
ン
と
フ
リ
ス
チ
ェ
ン
コ
と
い
う
「
パ
ラ
シ

ュ
ー
ト
降
下
部
隊
」
に
囲
ま
れ
、
グ
レ
フ
の
立
案
し
た
経
済
政
策
を
推

進
す
る
よ
う
迫
ら
れ
、
四
面
楚
歌
の
厳
し
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
サ
ン
ク
ト
派
の
副
長
官
に
囲
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府
長
官
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
エ
リ

ツ
ィ
ン
政
権
時
代
に
権
勢
を
誇
っ
て
い
た
、
い
わ
ゆ
る
「
エ
リ
ツ
ィ

ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
」
系
財
閥
の
総
帥
ベ
レ
ゾ
フ
ス
キ
ー
下
院
議
員
と
近

い
関
係
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府
長
官
は
、

大
統
領
が
代
わ
っ
て
も
、
な
ぜ
か
留
任
し
た
。
政
府
議
長
と
大
統
領
府

長
官
を
プ
ー
チ
ン
派
が
占
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
プ
ー
チ
ン
の
政
権
基

盤
が
い
ま
だ
磐
石
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
が
、
他
方
、
プ
ー
チ
ン
が
そ
れ
だ
け
慎
重
だ
と
も
言
え

る
。
短
い
政
府
議
長
在
任
中
に
、
サ
ン
ク
ト
派
で
自
身
の
周
り
を
一
挙

に
固
め
た
プ
ー
チ
ン
の
人
事
政
策
の
手
腕
は
並
の
も
の
で
は
な
い
。
カ

シ
ヤ
ー
ノ
フ
政
府
議
長
と
ヴ
ォ
ロ
ー
シ
ン
大
統
領
府
長
官
の
去
就
が
注

目
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

9 プーチン政権下のロシア国内政治

（
45
）

（
47
）

（
46
）

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 11

мая
2000г

., c. 1.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 19, 8

мая
2000г

., Cт
. 2069.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 11

мая
2000г

., c. 1.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 18

м
ая

2000г
., c. 1;《

Г
ocyд

ap
cт

-
в
eн

н
aя

ду
м
a.Cт

eн
oг

p
aм

м
a
з
aceд

aн
и
й
.Б

ю
лл

eт
eнь

》 , N
 25

（
473） , 17

мая
2000

г
oд

a, c. 33.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 20

мая
2000г

., c. 1
─
2.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 23

мая
2000г

., c. 1.
http://w

w
w
.governm

ent.gov.ru/governm
ent/m

inisters/kudri
n.htm

l



（
８
）

（
９
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

10

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 32, 5 aв

г
ycт

a 1996г
., Cт

. 3912.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 13, 31

м
aр
т
a 1997г

., Cт
. 1564.

http://w
w
w
.governm

ent.gov.ru/governm
ent/officials/G

lef.
htm

l《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 5, 2

ф
eв

paля
1998г

., Cт
. 669.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 34, 24 aвг

ycт
a 1998г

., Cт
. 4107.

《
M

ocк
oв

cк
и
e
н
oв

ocт
и
》 ,N

o.8,15
─
21

ф
eв

paля
2000г

.,c. 11.
http://w

w
w
.governm

ent.gov.ru/governm
ent/officials/U

zhan
ov.htm

l

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 20, 19

мая
1997г

., Cт
. 2322.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 19, 11

мая
1998г

., Cт
. 2084.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 23, 7

и
ю
ня

1999г
., Cт

. 2831.
http://w

w
w
.rg.ru/oficial/spravka/pravit/other/lebedev.htm

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 21, 22

мая
2000г

., Cт
. 2229.

h
ttp

://w
w
w
.rg

.ru
/oficial/sp

rav
k
a/p

rav
it/oth

er/p
atru

-
shev.htm

《
C
eг

oдня
》 , 2

и
ю
н
я

1998г
., c. 2.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 33, 17 aвг

у
cт

1998г
., Cт

. 3980.

《
И
зв

ecт
и
я
》 , 17 aп

peля
1999г

., c. 1.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 21, 22

мая
2000г

., Cт
. 2185.

《
H
eз

aв
и
cи

мая
газ

eт
a》 , 16 ф

eб
paля

2000г
., c. 3.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 46, 15 н

oя
б
pя

1999г
., Cт

. 5594.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 2, 10

янв
apя

2000г
., Cт

. 191.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 37, 13 ceн

тя
б
pя

1999г
., Cт

. 4505.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 2, 10

янв
apя

2000г
., Cт

. 206.
http://w

w
w
.nns.ru/persons/kozak.htm

l
ibid.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 33, 16 aв

г
у
cт

a 1999г
., Cт

. 4215.
Т
aм

ж
e, Cт

. 4216.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 34, 23

aв
г
у
cт

a  1999г
., Cт

. 4267.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 6

и
ю
ня

2000г
., c. 4.

《
P
occи

й
cк

aя
газ

eт
a》 , 13 aв

г
у
cт

a 1999г
., c. 3.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 33, 16 aв

г
у
cт

a 1999г
., Cт

. 4213.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,

N
o. 2, 10

янв
apя

2000г
., Cт

. 190.

《
H
eз

aв
и
cи

мая
газ

eт
a》 , 31

м
apт

a 2000г
., c. 3.

《
C
oб

p
aн

и
e
зак

oн
oд

aт
eль

cтв
a P

occи
й
cк

oй
Ф
eд

ep
aц

и
и
》 ,



（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）二

　
プ
ー
チ
ン
政
権
の
国
内
政
策

│
中
央
集
権
制
の
強
化

（
１
）

地
方
の
法
律
を
ロ
シ
ア
憲
法
に
合
致
さ
せ
る
よ
う

地
方
権
力
に
求
め
る
一
連
の
大
統
領
令

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
下
院
に
お
け

る
野
党
勢
力
の
弱
体
化
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
下
院
と
の
安
定
的
な
関

係
を
前
提
に
、
国
内
政
策
の
手
始
め
と
し
て
、
中
央
集
権
制
の
強
化
の

方
向
を
打
ち
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
い
く
つ
か

の
連
邦
構
成
主
体
指
導
部
に
対
し
て
、
当
該
連
邦
構
成
主
体
の
法
律
を

改
正
し
て
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
求
め
る
一
連
の
大
統

領
令
を
発
令
し
た
の
で
あ
る
。

報
道
に
よ
る
と
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和

国
憲
法
が
ロ
シ
ア
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
と
み
な
し
て
お
り
、
バ
シ
コ

ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
憲
法
に
は
、
同
共
和
国
が
「
完
全
な
国
際
法
上
の

主
体
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
言
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
の
権
限
は
「
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
い
」
し
、
連
邦
と
共
和
国
と
の
間
の
管
轄
権
の
区
分
と

権
限
の
相
互
移
譲
に
つ
い
て
の
条
約
に
よ
っ
て
「
取
り
決
め
ら
れ
た
権

限
区
分
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
。
ま
た
別
の
コ
メ
ン
ト
の

な
か
で
、
プ
ー
チ
ン
は
、
共
和
国
の
領
土
あ
る
い
は
そ
の
個
々
の
地
域

に
非
常
事
態
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
同
共
和

国
大
統
領
の
権
限
も
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
に
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
プ
ー
チ
ン
は
、
イ
ン
グ
ー
シ
ェ
チ
ア
共
和
国
お
よ
び

ア
ム
ー
ル
州
の
指
導
部
に
対
し
て
も
、
そ
こ
で
公
布
さ
れ
て
い
る
若
干

の
法
令
を
連
邦
憲
法
に
合
致
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
と
言
う

（
１
）

。

筆
者
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
報
道
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
大
統
領

令
の
う
ち
、
バ
シ
コ
ル
ト
ス
タ
ン
共
和
国
関
係
の
大
統
領
令
を
確
認
で

き
て
い
な
い
が
、
イ
ン
グ
ー
シ
ェ
チ
ア
共
和
国
に
関
す
る
大
統
領
令
二

つ
、
ア
ム
ー
ル
州
に
関
す
る
大
統
領
令
、
ま
た
右
の
報
道
で
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
が
、
同
様
の
内
容
の
ス
モ
レ
ン
ス
ク
州
に
関
す
る
大
統
領
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令
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
①「『
一
九
九
七
年
二
月
二
八
日
付
イ
ン

グ
ー
シ
ェ
チ
ア
共
和
国
大
統
領
令
第
七
二
号
』、『
一
九
八
八
年
五
月
二

七
日
付
イ
ン
グ
ー
シ
ェ
チ
ア
共
和
国
安
全
保
障
会
議
決
定
第
四
号
』
の

執
行
に
関
す
る
諸
措
置
に
つ
い
て
の
一
九
九
八
年
八
月
三
日
付
イ
ン
グ

ー
シ
ェ
チ
ア
政
府
決
定
第
二
〇
四
号
」
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
〇
年
五
月

五
日
付
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
令
第
七
九
〇
号

　
（
２
）

、
②「
ガ
ス
お
よ
び
電
力
消

費
税
の
改
善
に
つ
い
て
の
一
九
九
七
年
九
月
一
六
日
付
イ
ン
グ
ー
シ
ェ

チ
ア
共
和
国
大
統
領
令
第
二
二
九
号
」
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
〇
年
五
月

五
日
付
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
令
第
七
九
一
号

　
（
３
）

、
③「
ロ
シ
ア
連
邦
国
民
の

中
華
人
民
共
和
国
ヘ
イ
ホ
ー
（
黒
河
）
市
交
易
場
入
講
許
可
証
の
管

理
・
発
行
に
つ
い
て
の
一
九
九
九
年
六
月
二
三
日
付
ア
ム
ー
ル
州
行
政

長
官
決
定
」
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
〇
年
五
月
五
日
付
ロ
シ
ア
連
邦
大
統

領
令
第
八
〇
〇
号

　
（
４
）

、
④「
ス
モ
レ
ン
ス
ク
州
自
動
車
道
路
に
お
い
て
自
動

車
輸
送
を
実
施
し
て
い
る
外
国
法
人
お
よ
び
外
国
人
か
ら
環
境
汚
染
税

を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
一
九
九
八
年
六
月
二
六
日
付
ス
モ
レ
ン

ス
ク
州
行
政
長
官
決
定
」
に
つ
い
て
の
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
五
日
付
ロ

シ
ア
連
邦
大
統
領
令
第
八
五
一
号

　
（
５
）

、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
統
領
令
は
、

い
ず
れ
も
、
連
邦
の
管
轄
権
に
抵
触
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
右
の

各
連
邦
構
成
主
体
の
法
令
の
修
正
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し
て

わ
か
る
よ
う
に
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
時
代
に
看
過
さ
れ
て
き
た
問
題
を

い
ま
改
め
て
是
正
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
行
き
過
ぎ
た
地
方
分

権
化
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）

ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
連
邦
管
区
全
権
代
表
に
つ
い
て
の

大
統
領
令

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
時
代
、
大
統
領
の
地
方
全
権
代
表
は
、
基
本
的
に

は
八
九
の
連
邦
構
成
主
体
に
一
人
ず
つ
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
エ

リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
野
党
優
位
の
国
家
会
議
（
下
院
）
と
対
立
関
係

に
あ
っ
た
た
め
に
、
地
方
の
知
事
と
議
会
議
長
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
連

邦
会
議
（
上
院
）
と
の
良
好
な
関
係
の
維
持
に
努
め
、
そ
の
た
め
に
心

な
ら
ず
も
行
き
過
ぎ
た
地
方
分
権
化
を
進
め
て
し
ま
っ
た
。
他
方
、
下

院
野
党
劣
勢
の
条
件
下
で
、
下
院
と
の
安
定
し
た
関
係
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
中
央
集
権
制
強
化
の
方
針
の
も
と
、
二

〇
〇
〇
年
五
月
一
三
日
付
大
統
領
令
に
よ
り
、
大
統
領
全
権
代
表
を
連

邦
構
成
主
体
ご
と
に
置
く
方
式
を
改
め
、
全
国
を
七
つ
の
連
邦
管
区
、

す
な
わ
ち
、
中
央
連
邦
管
区
（
中
心
都
市
モ
ス
ク
ワ
）、
北
西
連
邦
管
区

（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）、
北
カ
フ
カ
ー
ス
連
邦
管
区
（
ロ
ス
ト
フ
・

ナ
・
ダ
ヌ
ー
）、
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
連
邦
管
区
（
ニ
ジ
ニ
・
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
）、
ウ

ラ
ル
連
邦
管
区
（
エ
カ
チ
ェ
リ
ン
ブ
ル
ク
）、
シ
ベ
リ
ア
連
邦
管
区
（
ノ

ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
）、
極
東
連
邦
管
区
（
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
）
に
分
け
、
そ

こ
に
大
統
領
全
権
代
表
を
置
く
制
度
を
導
入
し
た

　
（
６
）

。
大
統
領
報
道
官
室

は
、
こ
の
再
編
は
、「
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
の
実
現
を

保
障
し
、
連
邦
国
家
権
力
機
関
の
活
動
の
効
率
を
高
め
、
連
邦
国
家
権
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力
機
関
の
決
定
の
遂
行
に
対
す
る
監
督
を
改
善
す
る
」
と
い
う
目
的
を

追
求
す
る
も
の
で
あ
る
と
伝
え
た
が

　
（
７
）

、
任
命
さ
れ
た
全
権
代
表
の
経
歴

　
（
８
）

や
、
そ
の
全
権
代
表
が
安
全
保
障
会
議
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
る

　
（
９
）

や
、
こ
の
制
度
の
導
入
が
、
次
節
で
述
べ
る
大
統
領
に
よ
る

地
方
首
長
更
迭
を
可
能
と
す
る
法
案
の
提
案
と
あ
い
ま
っ
て
、
地
方
権

力
の
統
制
強
化
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

公
表
さ
れ
た
経
歴
に
よ
れ
ば
、
新
た
に
任
命
さ
れ
た
連
邦
管
区
大
統

領
全
権
代
表
の
う
ち
、
中
央
連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
ポ
ル
タ
フ
チ

ェ
ン
コ
は
、
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
支
局
に
勤
務

し
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
連
邦
保
安
省
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
ヴ
ィ
ボ
ル
グ

支
部
長
に
就
任
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
は
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
州
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
議
員
を
務
め
、
そ
の
後
、
九
三
年
か
ら
税

務
警
察
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
局
長
、
九
七
年
七
月
か
ら
レ
ニ
ン

グ
ラ
ー
ド
州
大
統
領
全
権
代
表
を
務
め
て
い
た
。
ま
た
、
北
西
連
邦
管

区
大
統
領
全
権
代
表
チ
ェ
ル
ケ
ソ
フ
は
、
プ
ー
チ
ン
と
同
じ
レ
ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
て
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
に
入
り
、
八

八
年
か
ら
ソ
連
国
家
保
安
委
員
会
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
調
査
部
長
、

九
二
年
か
ら
ロ
シ
ア
連
邦
保
安
庁
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
お
よ
び

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
支
局
長
、
九
八
年
八
月
か
ら
は
連
邦
保
安
庁
第
一

副
長
官
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
、
い
ず
れ
も
サ
ン
ク
ト

出
身
チ
ェ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
ま
た
、
北
カ
フ
カ
ー
ス
連
邦
管
区
大
統
領

全
権
代
表
カ
ザ
ン
ツ
ェ
フ
は
、
九
三
年
か
ら
北
カ
フ
カ
ー
ス
軍
管
区
参

謀
長
、
同
軍
司
令
官
第
一
代
理
、
九
七
年
か
ら
は
同
軍
管
区
司
令
官
、

九
九
年
か
ら
は
北
カ
フ
カ
ー
ス
統
合
軍
司
令
官
を
務
め
、
極
東
連
邦
管

区
全
権
代
表
プ
リ
コ
フ
ス
キ
ー
も
、
北
カ
フ
カ
ー
ス
軍
管
区
軍
司
令
官

代
理
を
経
て
九
六
年
か
ら
チ
ェ
チ
ニ
ア
共
和
国
統
合
軍
司
令
官
代
理
を

務
め
る
な
ど
（
そ
の
後
、
退
役
）、
チ
ェ
チ
ニ
ア
戦
争
に
参
加
し
て
い
た

ロ
シ
ア
連
邦
軍
の
指
揮
官
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ラ
ル
連
邦
管
区
大
統

領
全
権
代
表
ラ
テ
ィ
シ
ェ
フ
も
、
ペ
ル
ミ
市
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
執
行
委
員
会

内
務
局
長
、
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区
内
務
局
長
を
経
て
、
九
四
年
九
月

か
ら
内
務
次
官
を
務
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
七
名
の
連
邦
管
区
大

統
領
全
権
代
表
の
う
ち
五
名
が
、
軍
ま
た
は
治
安
関
係
者
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
の
機
能
に
は
、
情

報
収
集
、
治
安
維
持
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
の
権
限
お
よ
び
職
務
は
、「
連
邦
管
区
の

導
入
に
つ
い
て
」
の
五
月
一
三
日
付
大
統
領
令
に
付
属
す
る
「
連
邦
管

区
大
統
領
全
権
代
表
規
程
」
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
規
程
」
は
、

ま
ず
そ
の
「
総
則
」
に
お
い
て
、
全
権
代
表
が
大
統
領
府
構
成
員
に
入

る
こ
と
、
全
権
代
表
は
大
統
領
府
長
官
の
提
案
に
よ
り
大
統
領
が
任
免

す
る
こ
と
、
全
権
代
表
は
大
統
領
に
直
属
す
る
こ
と
、
大
統
領
府
長
官

が
副
全
権
代
表
を
任
免
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
次
い
で
、「
全
権

代
表
の
基
本
任
務
」
と
し
て
、
大
統
領
の
定
め
る
内
外
政
策
の
国
家
権
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力
機
関
に
よ
る
実
現
に
関
す
る
職
務
、
連
邦
国
家
権
力
機
関
の
決
定
の

執
行
に
対
す
る
監
督
、
大
統
領
の
人
事
政
策
の
連
邦
管
区
に
お
け
る
実

現
の
保
障
、
保
安
、
政
治
・
社
会
・
経
済
情
勢
に
つ
い
て
の
定
期
報
告

の
提
出
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

ま
た
、「
全
権
代
表
の
職
務
」
と
し
て
は
、
当
該
連
邦
管
区
に
お
け
る

連
邦
国
家
権
力
機
関
の
活
動
の
調
整
、
法
保
護
機
関
の
活
動
の
効
率
性

お
よ
び
同
機
関
の
人
材
確
保
状
況
の
分
析
、
連
邦
執
行
権
力
機
関
と
連

邦
構
成
主
体
執
行
権
力
機
関
・
地
方
自
治
機
関
・
政
党
・
そ
の
他
の
社

会
団
体
・
地
域
団
体
と
の
連
携
の
組
織
化
、
地
域
社
会
経
済
発
展
計
画

の
策
定
、
大
統
領
・
政
府
な
ど
が
任
命
す
る
連
邦
管
区
内
の
連
邦
国
家

公
務
員
そ
の
他
の
職
員
の
候
補
者
に
同
意
を
与
え
る
こ
と
、
連
邦
の
法

令
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
執
行
の
監
督
、
連
邦
構
成
主
体
・
地
方
自
治
体
の

機
関
の
業
務
に
参
加
す
る
こ
と
、
連
邦
憲
法
・
連
邦
法
に
違
反
す
る
連

邦
構
成
主
体
の
執
行
権
力
の
法
令
の
効
力
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
提
案
、
大
統
領
府
監
督
総
局
・
検
察
機
関
と
の
連
携
な
ど
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
全
権
代
表
の
権
利
」
と
し
て
、
任
意
の
組
織

へ
の
自
由
出
入
権
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
全
権
代
表
の
活
動
の
組
織
化

と
保
障
」
に
お
い
て
は
、
全
権
代
表
の
活
動
は
大
統
領
府
長
官
が
指
揮

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
連
邦
管
区
大
統
領
全
権
代
表
の
職
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、

運
用
い
か
ん
で
は
、
地
方
権
力
に
相
当
程
度
介
入
す
る
こ
と
が
あ
り
う

る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
意
外
に
全
権
代
表
に
対
す
る
大
統
領
府
長

官
の
権
限
が
強
い
こ
と
も
興
味
深
い
。

（
３
）

連
邦
会
議
編
成
手
続
法

ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
就
任
後
初
め
て
プ
ー
チ
ン
は
、
ロ
シ
ア
国
民
へ

の
呼
び
か
け
で
す
で
に
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
一
連
の
法
案

を
提
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
法
案
で
は
、
ま
ず
第
一
に
、
連
邦
会
議
（
上

院
）
の
編
成
を
変
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法

に
よ
れ
ば
、
国
家
会
議
は
選
挙
で
選
ば
れ
る
が
、
連
邦
会
議
は
各
連
邦

構
成
主
体
の
執
行
権
力
と
立
法
権
力
の
代
表
者
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
憲
法
で
は
、
そ
の
代
表
者
が
各
連
邦

構
成
主
体
の
執
行
権
力
の
長
と
立
法
権
力
の
長
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
は
、「
各
地
方
の
指
導
者
た
ち
は
、
自
分
の
地
域
の
具
体
的
諸
問
題

に
力
を
集
中
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
地
方
の
代
表
者
た
ち
が
立
法

活
動
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
常
時
活
動
す

る
形
で
、
プ
ロ
の
立
場
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
て
、

新
し
い
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
を
提
案
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
第
二
に
、

連
邦
法
に
違
反
し
た
地
方
指
導
者
た
ち
の
解
任
お
よ
び
立
法
議
会
の
解

散
の
手
続
き
を
導
入
す
る
こ
と
も
提
案
さ
れ
た
。
第
三
に
、
一
定
の
条

件
の
も
と
で
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
を
大
統
領
が
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
ば
、
他
方
で
、
そ
の
首
長
は
よ
り
下
級
の
レ
ベ
ル
の
権
力
に
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対
し
て
そ
れ
と
同
様
の
権
利
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
法
案

も
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
前
述
の
五
月
一
三
日
付
の
「
連

邦
管
区
の
導
入
に
つ
い
て
」
の
大
統
領
令
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

連
邦
会
議
編
成
手
続
法
案
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
連
邦
会
議
メ
ン
バ
ー
に
は
立
法
機
関
と
執
行
機
関
か
ら
一
人

ず
つ
選
出
さ
れ
る
（
第
一
条
）。
任
期
は
四
年
（
第
二
条
）。
候
補
者
は

立
法
機
関
で
審
議
さ
れ
る
（
第
三
条
）。
連
邦
会
議
メ
ン
バ
ー
は
専
門
的

に
常
時
活
動
す
る
（
第
五
条
）。
他
の
議
員
、
公
職
と
の
兼
職
は
禁
止

（
第
五
条
）。
二
〇
〇
一
年
二
月
一
日
か
ら
発
効
（
第
七
条
）。
連
邦
会
議

メ
ン
バ
ー
の
選
出
は
二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
行
な
う
（
第
九
条
）。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
と
議
会

議
長
が
自
動
的
に
連
邦
会
議
議
員
と
な
る
仕
組
み
は
改
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

次
に
、
連
邦
法
に
違
反
し
た
地
方
指
導
者
た
ち
の
解
任
お
よ
び
立
法

議
会
の
解
散
の
手
続
き
の
導
入
に
関
す
る
法
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権
力
機
関
の

組
織
の
基
本
法
修
正
補
足
法
」
と
い
う
か
た
ち
で
提
案
さ
れ
た
。
そ
の

概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
構
成
主
体
首
長

が
連
邦
憲
法
・
連
邦
法
違
反
を
し
た
場
合
、
大
統
領
は
ま
ず
警
告
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
九
条
第
二
項
の
修
正
補
足
）。
連
邦
構
成
主
体

首
長
が
二
度
目
の
連
邦
憲
法
・
連
邦
法
違
反
を
し
た
場
合
、
大
統
領
は

首
長
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
九
条
第
三
項
の
修
正
補
足
）。

連
邦
構
成
主
体
首
長
が
刑
事
告
発
さ
れ
た
場
合
、
大
統
領
は
首
長
を
一

時
的
に
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
二
九
条
第
六
項
の
修
正
補
足
）。

第
三
の
提
案
は
、「
地
方
自
治
組
織
基
本
法
修
正
補
足
法
」
と
い
う
か

た
ち
で
提
案
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
法
案
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
地
方
首
長
の
不
満

や
批
判
を
引
き
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
あ
る
種

の
懐
柔
策
を
示
唆
し
て
い
る
。
各
連
邦
構
成
主
体
の
首
長
の
活
動
の
た

め
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
国
家
評
議
会
を
創
設
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア

が
そ
れ
で
あ
る
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
二
期
連
続
し
て
選
ば
れ
た
連
邦
構

成
主
体
の
首
長
は
国
家
評
議
会
の
終
身
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
し
か
し
、
セ
レ
ズ
ニ
ョ
フ
国
家
会
議
議
長
に
よ
れ
ば
、
国

家
評
議
会
と
い
う
新
し
い
機
関
に
は
法
案
発
議
権
は
与
え
ら
れ
な
い
と

い
う
。
そ
の
報
道
に
よ
る
と
、
ク
レ
ム
リ
ン
筋
の
情
報
で
は
、
国
家
評

議
会
の
創
設
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、「
連
邦
構
成
主
体
の
指
導
者
た
ち
が

連
邦
会
議
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
あ
と
」
で
も
、
大
統
領

と
地
方
指
導
者
と
の
「
コ
ン
タ
ク
ト
を
弱
め
な
い
」
よ
う
に
し
、
連
邦

構
成
主
体
の
指
導
者
た
ち
の
「
高
い
国
家
的
地
位
を
維
持
」
し
よ
う
と

大
統
領
が
考
え
て
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

か
く
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
三
日
、「
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
」

が
賛
成
三
〇
八
票
、
反
対
八
六
票
、
棄
権
三
で
、
次
い
で
六
月
三
〇
日
、
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「
連
邦
構
成
主
体
の
立
法
国
家
権
力
機
関
お
よ
び
執
行
国
家
権
力
機
関
の

組
織
の
基
本
法
修
正
補
足
法
」
が
賛
成
三
九
九
票
、
反
対
九
票
、
棄
権

三
で
、
そ
し
て
七
月
七
日
に
は
、「
地
方
自
治
組
織
基
本
法
修
正
補
足
法
」

が
賛
成
三
三
四
票
で
、
い
ず
れ
も
重
要
な
変
更
な
し
に
国
家
会
議
に
よ

っ
て
採
択
さ
れ
た
。
し
か
し
、
連
邦
会
議
は
、
国
家
会
議
か
ら
送
付
さ

れ
た
「
連
邦
会
議
編
成
手
続
法
」
を
六
月
二
八
日
に
反
対
一
二
九
票
で

否
決
し
た
。
今
後
、
国
家
会
議
が
三
分
の
二
以
上
（
三
〇
一
票
以
上
）

の
多
数
決
で
再
採
択
し
て
、
連
邦
会
議
の
拒
否
権
を
覆
す
の
か
、
あ
る

い
は
何
ら
か
の
妥
協
が
図
ら
れ
る
の
か
、
残
り
の
二
法
も
含
め
て
、
こ

れ
か
ら
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。
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わ
り
に

プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
就
任
早
々
、
国
内
政
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て

中
央
集
権
制
の
強
化
を
打
ち
出
し
て
き
た
の
は
、
遅
滞
な
く
か
つ
効
率

的
に
市
場
経
済
改
革
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

連
邦
構
成
主
体
の
権
限
が
強
す
ぎ
、
全
国
で
統
一
的
な
改
革
政
策
が
実

行
で
き
な
い
と
い
う
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
合
理
的
な
こ
と
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
政
府
お
よ
び
大
統
領
府
内
で
の
不

統
一
が
あ
っ
た
た
め
な
の
か
、
新
政
府
の
経
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
大
統
領

教
書
を
ま
と
め
る
の
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
、

こ
う
し
た
地
方
改
革
が
ど
こ
ま
で
実
行
で
き
る
の
か
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
の
指
導
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
う
え
の
・
と
し
ひ
こ
　
上
智
大
学
教
授
／

日
本
国
際
問
題
研
究
所
客
員
研
究
員
）
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